
人手不足の医療業界、人手不足の医療業界、
現状を打破するための現状を打破するための
採用戦略採用戦略とは？とは？

１
．
支
部
幹
事
会

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

原
則
、第
二
金
曜
日
（
隔
月
）

を
定
例
日
と
し
て
、
７
月
、
９

月
、
11
月
、
１
月
、
３
月
、
５

月
に
幹
事
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

開
催
。
幹
事
会
で
は
主
に
、
医

療
情
勢
の
検
討
・
分
析
、
支
部

研
究
会
の
開
催
、
ハ
イ
キ
ン
グ

の
企
画
、
会
員
増
加
、
評
議
員

の
補
充
等
を
議
論
し
た
。

　

ま
た
支
部
幹
事
や
評
議
員
、

支
部
会
員
と
の
交
流
活
発
化
等

を
目
的
に
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

を
活
用
し
た
情
報
提
供
・
意
見

交
換
の
場
の
拡
大
に
取
り
組
ん

だ
。
支
部
幹
事
間
に
お
け
る
情

報
交
換
・
日
常
交
流
を
は
じ
め
、

評
議
員
や
支
部
会
員
に
向
け
て

は
、
日
頃
の
支
部
活
動
に
つ
い

て
随
時
報
告
。
小
児
医
療
費
助

成
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に

関
し
て
報
告
し
た
際
に
は
、
後

日
、
小
児
医
療
費
助
成
に
関
し

て
数
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
上
記
の
支
部
会
員
と
の
双

方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
拡
大
財

政
部
会
で
報
告
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

医
療
情
勢
や
会
員
の
動
向
な

ど
の
状
況
か
ら
、
支
部
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
の
普
及

な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

１
．
支
部
幹
事
会

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
支
部
研
究
会

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

２
０
２
５
年
度
活
動
報
告（
案
）
つ
い
て
、
進
捗
状
況
、
効
果
な

ど
に
つ
い
て
検
討
で
き
た
。
引

き
続
き
会
員
を
代
表
し
た
支
部

幹
事
の
問
題
意
識
の
具
体
化
を

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

２
．
支
部
研
究
会

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

２
０
２
５
年
度
は
、「
２
０

２
６
年　

医
療
業
界
の
採
用
最

前
線
―
人
材
不
足
時
代
の
採

用
・
定
着
・
組
織
づ
く
り
―
」

を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
６
年
３

月
26
日
に
支
部
研
究
会
を
開

催
。
講
師
は
、
株
式
会
社
Ｄ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
の
野

﨑
卓
朗
氏
が
務
め
、
14
名
が
参

加
し
た
。
当
日
は
、求
人
環
境
、

求
人
手
法
、
採
用
成
功
事
例
、

ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
応
募
後
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
加
え
、
Ｚ
世
代
の

採
用
戦
略
、
離
職
率
を
下
げ
る

仕
組
み
な
ど
に
触
れ
、
会
員
の

求
人
に
対
す
る
知
識
の
更
新

と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
た
。

　

求
人
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
ス
上
で
の
意
見
交
換
か
ら
テ

ー
マ
の
着
想
を
得
た
。
協
会
の

他
部
署
で
開
催
し
た
際
の
講
師

に
依
頼
を
行
お
う
と
し
た
が
実

現
せ
ず
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
を

活
用
し
て
改
め
て
支
部
幹
事
に

知
り
合
い
の
業
者
の
紹
介
を
依

頼
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

人
手
不
足
が
顕
著
と
な
り
、

会
員
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、

求
人
を
テ
ー
マ
に
粘
り
強
く
開

催
を
模
索
し
、
支
部
研
究
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引

き
続
き
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
、
支
部
幹
事

会
で
の
確
認
を
踏
ま
え
、
開
催

を
実
現
す
る
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

発
行
に
努
め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

支
部
総
会
の
案
内
や
２
０
２

５
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２
６

年
度
活
動
方
針
（
案
）、
相
模

原
支
部
研
究
会
、
小
田
原
石
垣

山
一
夜
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
掲
載
し
た
。
相
模
原
支
部
な

ら
で
は
の
特
集
に
つ
い
て
も
、

支
部
幹
事
会
で
検
討
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

活
動
方
針
の
通
り
、
支
部
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
を
実
現
。
さ
ら

な
る
紙
面
の
充
実
の
た
め
、
支

部
幹
事
会
に
お
い
て
相
模
原
支

部
な
ら
で
は
の
企
画
の
検
討
に

努
め
た
。
支
部
幹
事
を
皮
切
り

に
、
支
部
会
員
の
興
味
を
引
く

記
事
の
掲
載
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
共
有
し
た
。

４
．
医
療
運
動

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
「
加

齢
性
難
聴
」
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
補
助
制
度
の
拡
充
等
を

求
め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
く
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
に

つ
い
て
は
、
相
模
原
市
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
改
善
運
動
に
努
め
た
。
相
模

原
市
は
２
０
２
７
年
４
月
よ
り

18
歳
ま
で
無
償
と
す
る
方
針
を

示
し
た
が
、
神
奈
川
県
の
他
の

政
令
指
定
都
市
と
比
較
し
て
導

入
予
定
時
期
で
後
れ
を
取
っ
て

い
る
面
も
あ
る
た
め
、
相
模
原

支
部
と
し
て
早
期
実
現
を
求
め

る
要
望
書
を
市
当
局
に
提
出
。

子
育
て
給
付
課
よ
り
、「
市
長

自
体
も
記
者
会
見
で
導
入
早
め

た
い
意
向
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
な

た
め
ベ
ン
ダ
ー
と
調
整
中
だ

が
、
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
影
響
で

Ｓ
Ｅ
不
足
が
顕
著
、
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
状
況
。
県
や
国
へ

の
要
望
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
通
り
、
続
け
て
い
き
た
い
」

と
の
回
答
を
受
け
た
。

　
「
加
齢
性
難
聴
」
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
よ
り
政
令
指
定
都
市
で
は
初

め
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
の
、

補
助
金
額
は
最
大
２
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
東
京
都
等
に
比
べ

低
額
で
あ
り
、
補
聴
器
の
購
入

価
格
に
見
合
う
助
成
額
で
な
い

こ
と
か
ら
、
相
模
原
市
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
し
て
要
望
書

を
提
出
し
た
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
４
月
１
日
よ
り
高
齢
者
の
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
化
が
さ
れ
た

が
、
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
つ
い
て
現
状
の
理
解
を
進

め
る
た
め
、
総
会
記
念
講
演
で

の
学
習
も
含
め
て
検
討
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

継
続
的
な
運
動
が
小
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
に
つ
な
が
っ

た
。
あ
き
ら
め
ず
に
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
と
の
教
訓
を
得

た
。
一
方
で
小
児
医
療
費
助
成

に
対
す
る
医
療
者
の
考
え
方
や

患
者
の
理
解
な
ど
課
題
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
安
定

的
な
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
補
聴
器
購
入
費

補
助
制
度
の
助
成
額
の
引
き
下

げ
の
実
現
状
況
を
注
視
し
て
い

く
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

制
度
内
容
を
精
査
し
、
必
要
に

応
じ
て
運
動
に
取
り
組
む
。

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

会
員
お
よ
び
家
族
・
従
業
員

が
参
加
で
き
る
行
事
を
計
画
・

立
案
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

恒
例
の
城
跡
巡
り
は
今
年
度

「
小
田
原
石
垣
山
一
夜
城
跡
ハ

イ
キ
ン
グ
」
を
行
っ
た
。
４
月

５
日
、
支
部
会
員
や
そ
の
家
族

等
17
名
が
参
加
。
ガ
イ
ド
は
小

沼
副
支
部
長
が
務
め
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、「
史
跡

石
垣
山
」
石
碑
前
で
集
合
写
真

を
撮
影
。
そ
の
後
、
西
曲
輪
跡

な
ど
を
見
学
し
昼
食
休
憩
。
昼

食
後
は
桜
と
海
・
み
か
ん
畑
の

下
り
坂
の
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
小

田
原
ち
ょ
う
ち
ん
灯
台
を
経
由

し
て
小
田
原
駅
に
て
解
散
し

た
。
特
に
、
桜
と
海
・
み
か
ん

畑
の
下
り
坂
で
は
圧
巻
の
景
色

に
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

終
了
後
に
は
、
小
田
原
産
朝

ど
れ
地
魚
が
売
り
の
湘
南
大
衆

横
丁
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
〝
心
地
よ
い
疲

れ
〞
を
癒
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

相
模
原
支
部
会
員
を
中
心
と

し
た
参
加
者
相
互
の
懇
親
が
は

か
れ
た
こ
と
で
、
協
会
へ
の
所

属
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
城
跡
巡
り
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
と
も
に
、
今
後
の
新

た
な
テ
ー
マ
検
討
も
重
要
で
あ

る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、
当
会
支
部
総
会
に

も
出
席
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請

を
行
う
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

三
師
会
賀
詞
交
歓
会
に
は
八

木
支
部
長
が
参
加
。
協
会
支
部

総
会
の
会
場
も
７
年
ぶ
り
に
ホ

テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

と
し
、出
席
を
求
め
て
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
に
ご
案
内
を
行
っ

た
。

【
成
果
と
教
訓
】

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。

評
議
員
の
充
足
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
特
に
緑
区
・
医
科
を

中
心
に
発
掘
に
努
め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

会
員
増
加
に
向
け
た
訪
問
活

動
で
は
、
診
療
報
酬
改
定
を
前

に
署
名
の
収
集
も
併
せ
て
実

施
。
既
入
会
会
員
も
含
め
た
活

動
を
展
開
し
た
。
診
療
報
酬
増

の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
会
員

の
帰
属
意
識
を
強
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
２
０
２
５
年
度
は

入
会
17
名
（
医
科
13
名
、
歯
科

４
名
）、退
会
22
名（
医
科
13
名
、

歯
科
９
名
）
で
あ
っ
た
。
会
員

を
増
や
す
取
り
組
み
で
は
、
２

０
２
６
年
３
月
よ
り
未
入
会
者

の
講
演
会
へ
の
参
加
体
験
や
、

支
部
役
員
訪
問
活
動
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。

　

評
議
員
は
、
緑
区
の
西
脇
徹

先
生
が
着
任
し
、
充
足
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

診
療
報
酬
改
定
の
署
名
収
集

で
は
、
協
会
の
報
酬
増
へ
の
明

確
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
会

員
の
帰
属
意
識
を
強
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
支
部
幹
事

の
未
入
会
者
訪
問
活
動
を
検
討

し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
増
加

対
策
に
お
け
る
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
行
に
努
め
る
。

４
．
医
療
運
動

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
「
加

齢
性
難
聴
」
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
補
助
制
度
の
拡
充
等
を

求
め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
く
。

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

　

会
員
お
よ
び
家
族
・
従
業
員

が
参
加
で
き
る
行
事
を
計
画
・

立
案
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、支
部
総
会
に
も
出
席

い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
を
行
う
。

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
等
の
強
化
・
推
進

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。　

ま
た
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
を
活

用
し
、
支
部
会
員
と
の
交
流
を

活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
有
益

な
情
報
等
を
提
供
に
努
め
る
。

を
テ
ー
マ
に
支
部
研
究
会
を
開

催
。
講
師
は
、
株
式
会
社
Ｄ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
の
野

﨑
卓
朗
氏
が
講
演
し
、
会
場
の

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
、
14
名
が
参

加
し
た
。

　

氏
に
よ
る
と
、
現
在
は
「
売

り
手
市
場
」
で
あ
り
、
歯
科
の

場
合
、
求
職
者
の
９
割
が
複
数

の
求
人
に
応
募
し
、
働
き
た
い

職
場
を
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
状
況
に

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
自
院
の

強
み
」
を
言
語
化
で
き
る
よ
う

に
し
、そ
の
魅
力
を
「
チ
ー
ム
」

（
ス
タ
ッ
フ
全
員
）
で
候
補
者

に
伝
え
る
努
力
が
重
要
と
い

う
。
例
え
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

が
団
結
し
て
、
求
職
者
の
施
設

見
学
や
体
験
を
受
け
入
れ
、
医

院
の
普
段
の
様
子
や
仕
事
内
容

を
伝
え
る
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

利
用
し
た
採
用
活
動
が
一
般
的

の
た
め
、
求
人
媒
体
の
種
類
や

特
性
を
熟
知
し
た
採
用
代
行
会

社
に
頼
る
こ
と
も
重
要
な
採
用

戦
略
だ
と
い
う
。
氏
は
、
代
行

会
社
の
見
極
め
方
に
つ
い
て
も

解
説
し
、
医
院
の
様
子
が
魅
力

的
に
伝
わ
る
工
夫
（
魅
力
的
に

感
じ
る
医
療
機
関
や
ス
タ
ッ
フ

の
画
像
を
使
用
す
る
等
）
を
担

っ
て
く
れ
る
等
、
効
果
的
な
業

者
選
定
が
重
要
と
し
た
。

　

更
に
、
採
用
後
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
防
止
に
つ
い
て
も
触
れ
、

入
社
後
の
リ
ス
ク
因
子
と
な
る

求
職
者
を
選
定
す
る
た
め
に

は
、
適
性
検
査
の
活
用
が
有
効

で
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
参

加
者
か
ら
の
切
実
な
悩
み
に
も

回
答
し
た
。
以
下
に
抜
粋
し
て

掲
載
す
る
。

〈
求
職
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
〉

参
加
者
Ａ
：
最
近
、
面
接
時
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
既
往
歴
を

隠
し
て
応
募
し
て
く
る
ケ
ー
ス

に
悩
ん
で
い
ま
す
。
入
職
後
に

判
明
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
面
接
だ
け
で
見
極
め
る
良

い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

講
師
（
野
崎
氏
）：
非
常
に
多

く
聞
く
悩
み
で
す
。
面
接
の
短

い
時
間
で
深
く
踏
み
込
む
の
は

難
し
い
で
す
が
、「
適
性
検
査

（
診
断
）
ツ
ー
ル
」
の
活
用
が

有
効
で
す
（（
株
）
Ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
で
も
用
意

あ
り
）。
性
格
診
断
と
は
異
な

り
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
や
過
去
の

傾
向
等
を
数
値
化
で
き
る
も
の

が
あ
り
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
と

し
て
リ
ス
ク
を
感
知
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

講
師
：
弊
社
が
推
奨
し
て
い
る

の
は
「
体
験
入
社
」
で
す
。
実

際
の
働
き
ぶ
り
や
、
他
の
ス
タ

ッ
フ
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と

で
、
書
類
や
面
接
で
は
見
え
な

い「
解
像
度
」を
上
げ
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
民
間
求
人

サ
イ
ト
の
違
い
に
つ
い
て
〉

参
加
者
Ｂ
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も

最
近
は
ウ
ェ
ブ
機
能
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
民
間
の
求
人

サ
イ
ト
や
代
行
会
社
と
の
違
い

は
何
で
し
ょ
う
か
？

講
師
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
一
定

の
利
用
者
は
い
ま
す
が
、
広
告

費
を
か
け
て
上
位
表
示
さ
れ
る

民
間
サ
イ
ト
の
方
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
探
す
層
の

目
に
留
ま
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

年
齢
層
や
職
種
が
、
ど
の
「
プ

ー
ル
（
媒
体
）」
に
多
く
存
在

す
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

２
０
２
６
年
度
活
動
方
針（
案
）

　

相
模
原
支
部
は
３
月
26
日
、

「
２
０
２
６
年
医
療
業
界
の
採

用
最
前
線
―
人
材
不
足
時
代
の

採
用
・
定
着
・
組
織
づ
く
り
―
」

相模原支部研究会


